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側面位頭部 X 線規格写真分析により骨格性下顎前突症と診断された 20 名の日本人成人(年齢範囲 18 歳 7 か月~
42歳 3 か月)を被検者とした。各被検者に対して、マルチディテクターCT スキャナーを用いて、スライス厚1.25 mm、



























れた(それぞれ、 r=0.875、 p=O.OOOl ; r=0.813 、 p=0.0004) 。歯軸傾斜角度は、海綿骨唇舌的厚さとの間に、有
意の正の相関を認めた (r=0.531 、 p=O.0208) 。海綿骨内歯根尖位の中央値は 0.3 で、歯根・唇側皮質骨間距離は歯





歯根尖から唇側皮質骨内面までの距離と、舌側皮質骨内面までの距離の比は約 3 : 7 で、歯根尖は海綿骨内で有意に
唇側に位置していた。
論文審査の結果の要旨
本研究は、骨格性下顎前突症の成人について、 CT 画像を用いて下顎中切歯の唇舌的傾斜角度、同部歯槽骨の唇舌
的傾斜角度および海綿骨の唇舌的厚さを記録し、評価したものである。
その結果、中切歯の唇舌的傾斜角度は、岡部歯槽骨の唇舌的傾斜角度および海綿骨の唇舌的厚さとの聞に有意の正
の相関を認めた。また、歯根尖は海綿骨内で、有意に唇側に位置していることが明らかとなった。
以上の研究結果は、下顎中切歯の位置と歯槽骨形態との関係を考察する上で重要な知見を与えるものであり、博士
(歯学)の学位を授与するに値するものと認める。
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